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記者）
　昨日、日本学術会議のほうで3年ごとにまとめられている大型施設研究計画に関す
るマスタープランが取りまとめられました。その重点計画の中で、現在、東北地方
に誘致を目指している国際リニアコライダー、ILC計画は選ばれなかったということ
になったんですけれども、その受け止めと今後の進め方について教えてください。

大臣）
　昨日、公表されました日本学術会議のマスタープラン2020の中にILC計画は重点
大型研究計画に選定されなかったと承知をしています。これは学術界を代表する見
地から取りまとめられたものであり、今後の行政側の検討において参考となるもの
だと受け止めています。国際プロジェクトであるILC計画は、国内外の幅広い賛同が
得られることが必要であり、マスタープラン2020の結果を踏まえるとともに、欧州
素粒子物理戦略等の議論の進捗も注視しつつ、慎重に検討を進めてまいりたいと思
います。あくまでこれは国内の単独の計画じゃなくて国際プロジェクトであります
し、我々も、先行きを中々皆さんに説明しづらいのは、各国がどういう財政的な協
力をするかということの詰めがまだ進んでおりませんので、そういう意味ではこの
段階で長期のプロジェクトに入らなかったということはそんなに驚くべきことでは
ないんじゃないかなと思っています。しっかり、国際機関との連携を確認しながら
事業の有効性も含めて、また、日本国内でやるのかやらないのか、やるとすればど
こなのかと色んな課題もありますので、今後もしっかり注視をしていきたいなと思
っています。


